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希土類を分子に組み込む際、その配位様式は6配位から12配位の可能性が

あり、新規化合物の設計の際には経験的な構造を推測するか、得られた化合物
の単結晶構造解析による原子配置の決定が必須となる。一方、希土類に π 電子系配位子を用いる
と、配位構造よりもその電子吸収スペクトルや発光帯の位置で、容易にダウンコンバージョン型
のエネルギー移動を介した希土類の ff 発光を導出できる。 
本講演では、前者の課題を凌駕する、新たな希土類化合物のユニットとして、ヘリカルな分子

を提唱し、その実験的な結果と計算科学による有効性について紹介する。更に、両親媒性やキラ
リティ等を加味した配位子を利用し、希土類錯体の自己集合分子膜形成による、種々の偏光発光
現象発現についても紹介する。 
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